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福岡県立三池高等学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月） 評価
（総合) 自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学  校  運  営  方  針 県立高校として福岡県の目指す教育目標に沿いながら、校訓である「進取、至誠、自治」の精神を涵養する教育を行う。

Ａ A

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

感染症対策を含め、生徒が自他の生命尊重を基盤として、自ら安全に行動し、他の人や社会の安全に貢献できる資質・能力を育成するとともに、生徒の安全を
確保する環境を整備する。そのために、ボランティア活動や社会貢献活動などの体験活動の機会を設定する。また、日常の環境整備の徹底を図る。

○課題を抱える生徒への個別の支援
個別課題の特質を理解し、一人一人の生徒に応じた指導や支援、あるいは関係機関との連携など、適切で効果的な支援を行う。そのために、生徒指導に関す
る研修を実施し、職員の共通認識を図る。

○地域・同窓生との連携
本校の教育活動の魅力や成果をＳＮＳ等の媒体も活用し、地域及び同窓生に発信し、信頼と期待を高める。また、中学校や地域において説明会の機会を増や
す。

評価項目 具 体 的 目 標 具 体 的 方 策 評価（3月） 次年度の主な課題

　感染症防止対策を講じながら、可能
な限り教育活動を実施することができ
た。次年度は、さらに生徒が主体的に
学習するような教育活動や令和４年
度から実施する観点別評価をとおし
て、「知識及び技能」、「思考力・判断
力・表現力等」、「学びに向かう力、人
間性等」を涵養する。また、多元的な
学びの場の提供、ＩＣＴの活用などを
とおして、教室以外でも生徒が学ぶこ
とができる環境を整備する。併せて、
本校の魅力をＳＮＳなどの電子媒体
等も活用することで広く発信し、地域
の信頼を高める。

○生徒一人一人の資質・能力を最大限に伸ば
す

これからの時代に求められる資質・能力が身に付くように、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を日々行い、教師及び生徒がＩＣＴを活用しな
がら「個別最適な学び」や「協働的な学び」等を通じて「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」を醸成する。また、観点別
評価を充実させ、指導と評価の一体化を目指す。

○計画的なキャリア教育の実施
指導の要となる特別活動や教育活動全体を通じて、ガイダンスとカウンセリングの機能を充実させながら、生徒一人一人の可能性を最大限に発揮できるように計
画的にキャリア教育を実施する。その際、生徒が意思決定を行う場面に重点を置く。

○特別活動及び部活動の活性化
生徒に自己存在感を深めさせながら、共感的な人間関係を育成し、自己決定の場をとおして自己の可能性の開発を援助することで、自己指導能力の育成を目
指す。その際、生徒が合意形成を図る場面に重点化を置く。

○課題を発見し解決していく資質・能力の育成

　総合的な探究の時間を含むすべての教育活動で、自己の在り方生き方を考えながら、課題を発見し、解決していくような学びを展開する。そのため、３年間をと
おした総合的な探究の時間の内容を確立する。また、各教科・科目の授業や特別活動、部活動等においても創意工夫を生かした教育活動を展開する。

○学校安全（生活安全、交通安全、災害安全）
に対する意識の向上

・本年度から新学習指導要領の趣旨を反映し
た授業が展開され、学習評価等の改善に取り
組まれている。特色ある学校の推進に向けて
今後も継続して教育課程の編纂に取り組んで
いただきたい。
・すべての教科においてICTを活用した授業が
展開されていることは評価できる。
・一人一台のタブレットが配置され、ICTを活用
した授業が実施できる環境が整ったと判断して
いる。ICTを活用した授業を推進して、「個別最
適な学び」の充実を図っていくためには、指導
される先生方のスキルの向上が重要であると考
える。研修等を充実していただきたい。　また、
生徒の学習方法等の実態調査をしていただ
き、できるだけ生徒のニーズを反映させた指導
をう取組をしていただきたい。

□学習指導の充実

□見通しをもって生徒が授業に臨めるよう、３年間を見通した指導計画や評価の観点の周知を徹底する。
□学ぶ喜びを感じることのできる授業ができるよう、ICTの活用や言語活動の充実を図る。
□各教科の学習内容に適した評価の観点・規準を設定し、的確な評価により学習指導に活用する。
□キャリア育成部との連携を図り、総合的な探究の時間を充実させる。

A

□主体的に学習に取り組む態度の育成
□学習の目的とその意義に気付かせ、学習習慣の定着を図る。
□家庭学習時間調査により、家庭学習の大切さを理解させ、予習、授業、復習の定着を図る。
□考査等の評価を活用し、進路実現を見通した学力の向上と家庭学習時間の増加を図る。

A

項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

□学習を中心とした生活習慣の確立
□高校生そしての生活習慣とともに、自己の課題を発見し、解決できる能力を身に付けるため、各教科との連携を図る。
□学年部と連携を図り、心身の健康に留意できる態度を身に付けさせる。
□各学年に応じた学習習慣を確実に位置付けるため、生徒の学習状況の把握に努め、学習指導に生かす。

B

A

・学習習慣に課題を抱えた生徒につい
て、基本的な生活習慣の見直しを中心とし
たを指導を充実させる。
・生徒の実態と多様な進路希望に
対応できる、より一層の授業の工
夫改善が必要である。
・新学習指導要領の趣旨を生か
し、本校の特色化を見据えた教育
課程編成や学習評価の改善に取
組む。 A

□三池高校の活性化 □生徒の学習意欲の喚起と新たな教育課程編成 □学習指導要領の徹底や、進路実現を達成できる教育課程の編成を実現する。 A

総
務
班

□学校行事
□迅速な準備と正確な記録、円滑な運営
（入学式、卒業式、始・終業式、全校朝礼 等）

□各行事の計画を２ヶ月前から立て、各部・各班や学年との連絡調整を緊密に行う。
□各行事の業務分担割については、業務内容や担当分掌に鑑みて適材適所で配置するとともに、実施要項を１ヶ月前に
提示し、計画的かつ円滑に運営できるようにする。

A

□計画、準備を迅速かつ正確に行い、係員間の調整・連絡・協議を綿密にして実行する。
□実施後の記録や文書（データ）の管理を確実に行い、業務のスリム化に努める。

教
務
班

□学力の向上

【企画】
　学校行事等の運営に関しては、感染症対策
の為、急遽変更を余儀なくされることはあった
が、計画的に運営することができた。
　来年度は第１棟の改築も始まり、例年通りと
ならないことも多くなると考えられる。文書等の
記録・保管に関しても、保管場所がなくなるた
め、現在までのものを含め、整理工夫を行わな
ければならない。様々な場面を想定した上で
状況を的確に把握しつつ他分掌と協力し円滑
な企画運営を行うことが必要である。
【広報】
　SNSを用いた広報活動は、対生徒、対保護
者のみならず、現状において抜きにして考える
ことはできない。如何に迅速に発信していくの
かが課題である。
　中学校訪問やオープンスクールなどについ
て、年度当初からより詳細に計画し、進路相談
事業等を含め内容の精選を行う必要がある。
　「三高だより」とPTA新聞の「櫪ヶ丘」に関して
は、数年前から内容面でより差別化することが
難しくなっている。しかし、再度、紙面について
の検討が必要である。

Ｂ

・学校行事は新型コロナ感染症の感染状
況に応じて様々な工夫の下に実施されて
いることは評価できる。
・次年度の入学志願者が定員割れしてい
る。原因を分析して広報活動に活かしてい
ただきたい。
・SNSを活用した広報活動は行われている
が、まだまだ発信している情報量が少ない
ように思う、学校の魅力を少しでも多く発信
する工夫をして頂きたい。
・生徒が積極的に小学校や中学校を訪問
し生き生きとした姿で学校の魅力を伝える
ことができれば非常に効果的なPRができる
と考える。次年度以降は是非生徒のマン
パワーを活かした広報活動を実施していた
だきたい。
情報発信に伴う中学校や生徒保護者の意
識の変容が確認出来るようであればさらに
良い評価となる。

□広報活動の充実
□令和5年度入試の志願者倍率、１．２倍超を目指
す。

□第１０学区並びに熊本県北部在住の中学生に対し柔軟にＰＲ活動を行うとともに、小学校・中学校との交流活動の様子
を地域社会に発信する。
□広報紙及び学校案内は、生徒等の意見やアイデアを取り入れるなどして、インパクトがあり読みやすいものを作成し、中
学生や地域の方々に向けて発信する。また、正門・国道側掲示板やホームページの活用により、生徒の諸活動の様子を
効果的かつ好時機に発信する。
□中学生対象行事や中学校訪問及び高校説明会を校内全体で組織的に行い、生徒会や他分掌との連携を図ることに
よって、本校の魅力や生徒の主体的な諸活動を効果的に伝える。
□オープンスクールについては、年度当初に年間計画を立てるとともに実施内容に関して議論を深めることで、生徒の様
子や本校の教育活動を中学生と保護者に分かりやすく効果的に伝える。

B

□庶務関係
□迅速な準備と正確な記録、円滑な運営
（諸会議の準備、巡視割等）

A

□関係機関との連携
□各種会議の円滑な運営
（父母教師会関係、同窓会関係）

□父母教師会の諸行事が円滑に進むよう補佐する。
□同窓会事務係との連携を図るとともに連絡を密にし、諸会議等が円滑に進むよう補佐する。

A

A

７０



項　　　目 本 年 度 の 具 体 的 目 標 目 標 実 現 の た め の 具 体 的 な 方 策 評価（3月） 次年度の主要課題 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

進
路
指
導
班

□進路研究・進路学習 □課題解決能力、表現力の育成

□各学年の担当と学年との連携を密にした企画運営
□学部・学科研究による進路意識の高揚
□小論文指導や探究活動をとおした自己表現力の養成
□「志講演会」及び「出前講座」「リモート講義」をとおしたグローバルな視野を持った人材育成
□学事部、１・２学年と連携した「総合的な探究の時間」の企画

A

B

・今まであまり行っていなかった、「社会人講演会」
を１、２年生で複数回実施してもらったのは、勤労
観・職業観育成の上でとても良かった。各学年と連
携して大学の出前講座に加えて、来年度も是非行
いたい。
・学力の二極化改善のために、それぞれの先生方
が個に応じた指導をきめ細やかに行っていただい
ているので、継続してお願いしたい。
・課外・土曜チャレンジセミナーに関しては、実施し
ない学校も増えてきており、今後検討しなければな
らないかもしれないが、本校では実践力アップの要
になっているので、次年度も更に充実させて実施し
たい。
・資格取得や高校時の活動履歴を活かした入試に
も対応できるように、学外の活動や様々な資格取得
を今後も紹介し、より多くの生徒が参加するように促
す。
・長期休業中の補習時のオンライン授業準備や欠
席対応について、組織的な方法を検討する。

Ｂ

・総合的な探求の時間は、生徒が多様な
社会で活躍できる資質の育成に多大な影
響を与える活動であると考えられる。3年間
を見通した計画的な活動の実施をお願い
したい。
・進路実現に向けた様々な取組による進
路実績の変様を地域・保護者にPRすること
ができればさらに良い評価となる。
・学力の二極化改善の為の「個に応じた指
導」は生徒にとって大変ありがたい取り組
みであると考える。次年度も様々な工夫を
していただき、効果的な指導を継続して
行っていただきたい。

□進学・就職指導

□個に応じた第１志望進路の決定
　・国公立大学合格４０名以上
　・公務員（就職）希望者合格率８０％以上
　・西南学院大学合格のべ２０名以上
　・福岡大学合格のべ７０名以上
□面談及び個別指導の充実
□新しい入試制度への対応

□復習考査の充実（長期休業中の学習の復習として位置付け、効果的な運営を行う。）
□小論文・面接指導の充実（職員が連携した指導を行えるよう状況を整える。）
□受験校・就職先の綿密な検討（入試制度を理解させ、有効な受験校選択・出願を促す。年間２回の受験校検討会実施
する。就職希望生徒の個別対応をする。）
□進路のしおり「蒼穹」の内容充実（「後輩への一言アドバイス」の追加。）
□「資格等取得用紙」（仮称）をキャリア育成部が作成・回収（本年度１年生より年次進行。）

B

□模擬試験

□１，２年生は進研模試総合（国数英）平均偏差値
５０以上
□３年生は進研模試の各教科・科目の偏差値１、２
年次ピーク到達
□学力の２極化の解消及びその対応

□朝夕課外・土曜チャレンジセミナーの充実  （各教科・学年と連携し内容の検討を行い、柔軟に対応していく。）
□長期休業中の補習の充実
□模試分析会の充実（１・２学年は各模試後に毎回分析会を実施。３学年は必ず教科で分析会を実施。学年・教科で課
題解決策を考え、その内容を習熟度別に生徒へ提示する。)
□ハイレベル模試、個別大模試の推奨

B

□人権教育の充実

□全教科・領域で、人権教育に関する目標を年間
計画に盛り込み教育活動を行う。
□各学年３回（３年生は２回）の人権教育の充実を
図る。

□全教科・領域における人権教育に関する情報を収集し、実態に応じた指導内容を検討する。
□学年事前検討会を授業実施日の２週間程度前に設定し、十分な準備時間を確保する。

研
修
・
図
書
班

□図書(読書)の推進

□生徒の読書量を増加させる。
□図書室の利用を促進する。
□ブックワゴンの活用を再開・促進する。
□図書委員合同研修会に積極的に参加する。

□他分掌や学年、教科と連携し、生徒の読書に親しむ態度を育成する。
□図書委員会主体で発表会や読書活動の推進等を行う。
□図書委員合同研修会での主体的活動を通して生徒の自主性を育成する。
□図書委員合同研修会で得た成果を、ライブラリーニュース等を通じて全校生徒に還元する。

A

A

A

□教育実習の企画・運営
□教育実習をとおして、実習生の人間形成と教師
としての資質向上を目指す。同時に、指導担当者
の指導力の向上の機会とする。

□大学との連絡をホームページ等を活用し円滑に行う。
□連絡会（朝・夕）をとおして、学ぶ意欲を持続させるとともに、実習生としての自覚と責任ある行動を喚起する。
□学校行事等、教育の意義や価値を体験できる場を積極的に提供する。
□教育実習生への指導・連絡の内容について、職員が把握できるよう連絡方法を工夫する。

・コロナ禍における行事の運営は評価が分
かれるところであるが、生徒の自主性を尊
重した指導がなされている面は評価でき
る。
様々な取組に対する生徒の変様を捉え、
中学生や保護者、地域にPRすることが出
来れば相乗的に学校の活性化につながり
さらに良い評価ができる。

□基本的生活習慣の確立と自
己指導能力の育成

□特別指導等の問題行動を年間で０件を目指す。
□携帯電話等に関する規定違反件数５件以下を
目指す。
□挨拶の励行・時間の厳守・端正な服装を生徒に
身に付けさせる。服装頭髪等違反生徒を５％以下
とする。

□積極的生徒指導を全職員で行い、問題行動を未然に防ぐ環境づくりを行う。
□情報の授業との連携を図り、ＳＮＳの正しい使用方法等を学ばせる。
□各学年において、定期的に正装点検を行い生徒の規範意識の高揚を図る。
□生徒会執行部・各種委員会を中心に挨拶運動等をおこない、三高生としてふさわしい行動が取れる生徒を育成する。

A

□安全教育
□年間の交通事故・事件件数を１０件以下を目指
す。特にバイク通学者の事故については０件を目
指す。

A

生
徒
指
導
班

□生徒会活動の充実

□生徒会執行部・各種委員会の年間計画を立て
させ、主体的・体系的に運営させる。
□既存の学校行事（大運動会・三高祭・校内体育
大会等）を通して、共感的な人間関係を育成し、生
徒が合意形成を図る場面に重点を置く。

□学校行事等に年間の見通しを持ち、ビジョンを明確にして生徒会執行部のリーダーシップのもと、感染症対策を徹底
し、企画・立案・実行できるように指導する。
□生徒の主体的活動を促すことを生徒会の主な課題と位置付け、生徒会執行部と教員との連携を密にし、生徒が主体的
に学校行事等の運営を行うシステムを確立する。

A

□集会やＨＲ等で交通ルール遵守、命の大切さを訴え、自他に思いやりが持てる生徒を育成する。
□バイク通学者に対して、保護者と共にバイク説明会を実施する。

B

□部活動の活性化
□部活動加入率を運動部で５５％、文化部で２５％
以上にし、学校生活全般で模範となる生徒を育成
する。

【図書】
　次年度、新図書室がオープンするので、PR
をしっかり行っていく。また、できるだけ生徒に
新図書室に足を運んでもらうため、bookワゴン
については年度当初は中止するが、SNSやラ
イブラリーニュースを活用して発信していく。ま
た、中学生へのPRとしても活用していく。
【研修】
　一人一台端末の運用に伴い、教師側のICT
スキルの向上を図っていく。全体研修ではな
く、支援員を活用したミニ研修会を定期的に開
催し技術の向上を図りたい。また、アンケート
集計などはformをうまく利用して作業効率を向
上させていく。
　人権教育について、今年度から取り組んだ
年間3回を検討し、学年の学習内容に沿った
回数を検討していく。
　教育実習は、今まで以上に内容が充実した
ものになるように、指導教員と連携を図りながら
検討していく。
　若年教員の授業参観については、今後も継
続していきたい。

Ａ

・教職員の年齢の二極化が進んでいる、学
校のもつ指導力を維持するためにも、若手
教職員に対して、指導技術等のノウハウを
継承する研修会の実施やOJTによる知識・
技術・マナー等を身に付けさせる体制を整
えて頂きたい。

・生徒一人一台のタブレットが導入されＩＣ
Ｔを活用した個に応じた学習指導等、学習
指導の在り方が大きく変わってきている、こ
れらの取組が効果的な指導になっている
かの検証を行い、課題を明確にし、指導す
る側のスキルを向上させることで、効果的
な指導に発展することが出来れば更に良
い評価となる。

□職員の資質・能力の向上

□教科指導力の向上、特に新学習指導要領に基
づいた思考力、判断力、表現力を育むための授業
改善に努める。
□多様化する生徒や時代に求められる指導力向
上のための研修会の推進を図る。
□若年教員の授業力向上を図る。

□教育センター等の外部での新たな学びに関する授業研究やＩＣＴ教育、人権教育等の研修会への積極的に参加を呼びかける。
□外部の研修会に参加して得た成果を各教科・分掌等で共有する。
□授業研究月間（１０月）を設け、各教科代表者の研究授業及び相互参観授業を行う。
□若年教員の教科指導力向上のため、経験年数５年以下および常勤講師は月に１度以上、参観授業を行い、分析用紙を提出する。
□授業アンケートを実施することで、生徒の実態や各教科の課題を把握・認識し、授業改善を図る。
□各教科の研究授業指導案を年度共通フォルダ内で管理し、先生方が利用しやすいように工夫する。

B

□部活動紹介や体験入部を充実させることで新入生の部活動加入促進を図る。
□生徒数に応じた、部活動数の検討を行う。

A

A

・大運動会の組体操を危険性等を考慮し
て、別の種目に考え直す必要がある。

・三高祭を充実させるための職員と生徒の
組織作りを考える。

・ＳＮＳに関する講演会を実施する。

・運動部集会を実施する。

Ａ



項　　　目 本 年 度 の 具 体 的 目 標 目 標 実 現 の た め の 具 体 的 な 方 策 評価（3月） 次年度の主要課題 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

保
健
班

□生徒の健康維持増進

□疾病、感染症(COVID-19)予防に努める。
□自己の健康管理を主体的に行う力を身に付け
る。
□主体的な生徒保健委員会の活動を目指し、自
己指導能力を育てる。

□感染再拡大を防ぐ為に、学校内外における基本的な感染症対策を徹底する。（部活動、各行事でのコロナ予防対策）
□保健班の会議、研修、協議を随時行い、他分掌と連携を図りながら感染対策、チェック体制を整えていく。
□各検診別未治療者に関して治療を促し、家庭と連携を取りながら事後処置（検査・治療）を目指す。
□生徒自らが心身の健康課題に対し自主的に行動できるように、現状の把握を行い、指導・啓発活動を行う。（保健委員
の活動、保健だよりの発行、放送、面談、献血実施など）

B

B

・新型コロナウイルスの感染防止に向け
て、引き続き感染対策の徹底を行う。

・保健委員による啓発・活動を行う。

・献血セミナー、献血の実施を計画的に行
う。

・清掃における強化週間をもうける。

・ゴミ分別の徹底とゴミの減量に努める。

・気づきファイルを次年度の担任に申し送
ることができるように随時記入を促す。

・いじめの未然防止、いじめ問題対策委員
会を引き続き、継続的に行う。

・教育相談において、個別の支援計画を
作成し、各教科担当者との情報共有・連
携を図る。

Ｂ

・新型コロナウイルス感染症拡大防止に対
して、様々な対策を講じて教育活動の継続
に尽力していただいた。
・感染予防対策や事後対応等の取組につ
いての情報を地域・保護者・生徒等により
速やに発信して頂きたい。

□安全教育と安全管理の充実

□安全管理体制の整備を行い、全職員の共通理
解を図る。
□生徒の安全対応能力を育むとともに職員の危機
管理能力、資質の向上を図る。

□校舎改築工事に伴い、危険箇所改善や予防に向け、適宜、職場安全点検を行い、他分掌と連携を図る。
□学校保健計画、学校安全計画の見直しを行う。
□防災意識を高め、危機管理能力を養わせる。（救急救命講習会、防災避難訓練など）

A

□環境整備と環境美化
□掃除の徹底、ゴミの分別・減量化を図る。
□主体的な美化委員会の活動を目指して、奉仕
の精神や愛校心を育てる。

□月一大掃除の内容を充実させ、行事に連動して検討・計画する。
□美化委員会を中心にゴミの持ち帰りの徹底や減量化に向けた活動の支援を行う。
　（学期ごとのゴミの分別等の呼びかけ活動、清掃強化週間の実施、掃除道具の点検・充足化）

B

第
一
学
年

□基本的生活習慣の確立

□高校生活のリズムの定着
□学習規律の確立と雰囲気づくり
□自己管理の徹底
□部活動への積極的参加　（加入率９０％）
□三高生としての自覚と誇りの醸成

□常に集団の中での自分の役割を自覚させることで、主体的に気持ちの良い挨拶、５分前行動、清掃、元気の良い号令を身につけさ
せる。
□ＴＰＯを意識した服装と言葉遣いを心がけさせる等、ルールやマナーを守らせ、安心安全な環境づくりに貢献する。
□担任を中心に家庭と連携を密接に取りながら指導を行い、学年団で情報共有を図る。
□総合的な探究の時間やホームルーム活動をとおして、自己を知り、高い志を持たせる。
□３点固定（起床時間、学習開始時間、就寝時間）を定着させる。
□環境整備（掃除・移動教室時の身の周りの整備）に努めさせる。メモの利用や教室掲示の工夫をし、提出期限を守る習慣をつけさせ
る。
□部活動への帰属意識学校生活に生かし、学業と両立を図らせる。

B

A

A

□いじめの未然防止と早期発見
□迅速かつ適切で、丁寧な対応を組織的に取り組
む。
□生徒の自己有用感の向上に努める。

□いじめ問題対策委員会を定期的に行うことで、情報を共有し、その解決策について検討する。
□必要に応じて、第三者の指導、助言を仰ぐ。
□いじめの未然防止に向けて、職員研修、道徳教育、人権教育、啓発活動の充実を図る。

A

□教育相談の充実
□早期発見、早期対応に努める。
□情報の共有と具体的な対応を組織的に行う。
□ケース会議の充実を図る。

□担任・学年・教科担当・保健室との連携により、迅速な対応を行う。また、関係機関との連携の充実を図る。
□特別支援教育コーディネーターを中心に、各学年の教育相談担当者と連携を図りながら、生徒の把握に努め、全職員
で情報を共有し、支援を行う。（生徒気付きファイルの活用の徹底、教科会議での情報共有、個別の支援計画の作成・実
施）

A

・生活リズムの乱れの要因として考えられるス
マートフォン利用について、外部講師による講
話を実施することで啓発していく。
・生徒自身が善悪の判断をつけ自己決定でき
るように、できるだけ明確に、そして具体的に、
学年団が共通認識のもと指導にあたる。
・細やかに家庭との連絡を行うとともに、引き続
き、学年便りやPTA行事等で学校での状況を
伝えていく（HPやインスタ等も活用）。また、学
年便りを活用し、保護者の意見を取り上げてい
く。
・２年後の新課程での受験につながる学力を
つけていく為に、教科横断的な視点で総合的
な探究の時間や各教科等で育成できる内容を
考え実施していく。
・将来の生き方に対し、意欲、興味・関心をもっ
て考えていく為に、充実した進路学習（講演会
等）を実施していく。
・いじめ、不登校等の生徒指導上の問題に関
しては、管理職への連絡、教員間の情報共
有、保護者との連携を密にし、SC等の活用を
早期に行っていく。
・生徒の心のケアにおいては、学校、保護者、
SC等の第三者機関と連携を取りながら、きめ
細やかな指導で生徒の自立を促していく。
・得意分野を伸ばす、途中で諦めさせない、意
欲を高める等の指導の仕掛けを学年団で模索
し、情報共有しながら実施につなげていく。

Ａ

・多様な生徒への対応が求められている。
的確な情報共有を行って頂くと共に、ＳＣ、
訪問相談員、ＳＳＷの活用と支援を必要と
する生徒に対して具体的な取組の共有を
図る教育相談委員会の活用を行い、初期
対応が迅速にできるようにお願いしたい。
・総合的な探求の時間は3年間を見通して
計画的な活動をお願いしたい。

□確かな学力の向上と進路意
識の高揚

□主体的に学ぶ力の育成
□平日の平均学習時間120分以上、休日の平均学習時
間200分以上
□模試で平均偏差値50以上
□自己教育力の向上

□各教科担当と情報共有を図りながら、勉強の仕方などを徹底的に体得させる。
□見通しを立てて計画的に学習する習慣を身に付けさせるために、「生活の記録」からの実態を把握し、適宜指導・助言を行う。
□基礎学力の定着を図るために、定期的に終礼時テストを実施する。成績不振者に対しては、考査前補講や個別指導を、成績上位者
に対しては個別の添削指導等を行う。
□自分の将来の生き方につなげられるよう、毎日の新聞記事を掲示する。さらに、SHR等で自分の考えを伝える場を設定する。
□総合的な探究の時間やホームルーム活動を通して、多様な考え方や価値観に触れ、自分自身を見つめさせ、進路について考える
機会とする。
□模試や英検、漢検等を積極的に受験することで自信を持たせる。また、コンクールや大会等に参加することで知識、技能の向上を図
る。
□観点別評価の本格的実施により、学びの質を変え指導改善を行うことで、生徒が学びに向かう力を育成する。

A

□コロナ禍を生き抜く力の育成

□失敗を恐れずに挑戦する力、貫徹力の育成
□自己指導能力の育成
□多面的・多角的な見方・考え方の習得
□他者を思いやる心の涵養
□主体性と伝え合う力の育成

□学校行事や部活動、学校外活動等に積極的に参加させることで、達成感や充実感を味わわせ自信をつけさせる。
□あらゆる場面で教師自身の体験談を話す場を設定することで、人間としての在り方生き方についての自覚を深めさせる。
□自己決定の場を大切にするとともに、生徒の発言を最後までしっかり聞くことで、自己存在感を高める。
□WｅｂQUやいじめアンケート、個人面談等で生徒の状況把握に努める等、日頃から生徒の課題を見極め、いじめの未然防止、早期
対応に努める。
□生徒指導上の諸問題では、管理職への連絡、教員間での報告・連絡・相談・記録の体制を確立し、早期解決につなげる。
□教員側が生徒への問いかけ方を工夫したり、異なる視点・立場から考える場面を意識的に設定することで、コミュニケーションスキル
を高めるとともに互いに認めあう集団を育てる。



学校関係者評価委員会からの意見

第
二
学
年

□基礎学力の定着・個別最適な
学び

□平日の平均学習時間150分以上、休日の平均学習
時間200分以上
□外部模擬試験において平均偏差値50以上
□学習サイクルの徹底
□ICT活用、主体的・対話的で深い学びへの取り組み

□昨年度に引き続き、課外、授業、家庭学習をとおした学習サイクルを徹底させ、基礎学力の定着を図る。
□プロジェクター、電子黒板の利用による授業改善により、各授業の密度を上げ、深い学びへとつなげる。
□成績上位者への特別講座等の実施を行い難関大受験を意識させ、成績不振者への個別指導をとおして基本事項の徹底を指導す
る。
□TeamsやGoogle classroomを活用し、様々な学力層の生徒への支援を計画的に行う。

B

A

・」各生徒の学習到達度がこの１年で差が開き、特
に「個別最適な学び」という観点において、習熟度
別授業の充実を図った。さらに次年度は多岐にわた
ることが予想されるので、個に応じた学習支援を
行っていく。

・ICT活用については、Teams,Google classroomを
使用し、授業の補足プリント等を配信でき、生徒の
満足度は上昇したと考える。
・総合的な探究の時間では、主に進学に関する話
題を多く扱った。将来のビジョンが描けたら、との思
いで講演会を多く実施したが、その中でいただいた
話から自分のキャリア設計図がイメージし始められ
た、との声が多数あり、次年度も計画していきたい。

・生徒の状況については、昨年度以上に担任団と
連絡報告を密にするよう心がけた。また、適宜二者
面談を実施したことで、生徒の最新の状況をいち早
くキャッチできたと感じる。次年度は受験を控えてい
るので、引き続き生徒の考えを早く掴めるようにして
いきたい。

Ａ

・本年度はコロナ禍において3年ぶりに大運動
会を実施したものの修学旅行先の変更や三高
祭の一般公開を中止するなど予測が難しい事
柄にチャレンジする学年であったことが伺える。
・令和5年度は新型コロナウイルス感染症が第
二類から第五類に変更となり、学校行事等が
従来通りの実施が期待できる。これまでに培っ
た、困難な状況においても柔軟に対応してきた
ノウハウを十分に活かして活動できるようにして
いただきたい。
・次年度は様々な行事への取組がなされると思
うが、現在中多くの高校生の使用しているイン
スタグラムを使って様々な学校の魅力を最大限
にに情報発信してPRしていただきたい。生徒の
ニーズをリサーチして、そこを活かした情報発
信ができれば生徒募集に繋がると考える。

項　　　目 本 年 度 の 具 体 的 目 標 目 標 実 現 の た め の 具 体 的 な 方 策 評価（3月） 項目ごとの評価

第
三
学
年

□果敢に挑む意欲・磨き続ける
態度・和する姿勢の育成

□スローガン「最後は気持ちの勝負」の定着
□教育活動の全教科・全領域において、努力しやり遂
げさせる指導に取り組む
□積極的生徒指導を基本に、自己存在感、自尊感情の
高まりを目指す

□学年集会、学年通信等において、スローガンを浸透・定着させる。
□結果のみでなく、過程にも着目し生徒への適切な評価を心掛ける。
□「生徒主体」、「自己決定の場面」、「合意形成プロセス」を柱とし、生徒指導の充実を図る。
□道徳教育からの働きかけを大切に、自他の生命尊重や社会奉仕の精神を養うことで、社会貢献することができる人材育成を目指す。

B

A

A

□生徒一人一人の資質能力の
向上

□教育活動全般における主体的な態度の育成
□総合的な探究の時間や特別活動の充実
□部活動や学校行事における中堅学年としての役割の
指導

□自ら考え、判断し、行動することを指導し、責任感を持たせ、達成感や充実感を味わわせる。
□総合的な探究の時間やホームルーム活動では、進路学習や学部学科研究、社会人出前講座等をとおして、自己の在り方生き方を
イメージさせることで進路意識の向上につなぐ。
□年３回行われる人権教育授業において、他者への配慮・思いやりとは何かを学ばせる機会として、自己指導能力の育成を図る。
□部活動や学校行事をとおして、上級生の姿を見て、考えて行動することへ意識を向ける。また下級生への指導や支援の機会の中
で、自らの先輩としての考えや行動を示させる。

A

□課題を抱える生徒への指導・
支援

□生徒の現在の状況を把握
□家庭との連絡をより密に
□教員間の情報共有もより密に

□定期的に行う二者面談に加え、気になる生徒と個別面談を行いながら現在の生徒の心理状況・考えていることをいち早くキャッチす
る。
□いじめアンケート・学校生活アンケート・WEBQUで自己を見つめなおす機会とし、諸問題の未然防止を徹底する。問題発生時には
速やかに諸先生方に報告・相談し、次の対応へ速やかに移行する。
□保護者との連絡を昨年度以上に密にし、学校・家庭が一枚岩となり生徒指導にあたる。
□昨年度同様、隔週の学年会を実施し、生徒理解に努める。また、日頃の職員室内での情報共有を密にする。

A

　スローガンは、３年間を通じて精神的な成長
を期すものが多かった。その成果か、３年間を
通じて、欠席・遅刻・早退が過去2か年と比べ
て少なく、学校生活の中で全人格的に、着実
に力を付けてきた生徒が多いと思う。例え共通
テストの結果が振るわなくても、出願を諦めず
に国公立大学の合格に向けて努力する生徒
が多いことから、最後までやり通す強さを備え
る成長を見せている。これからの実績に期待し
たい。
　課題として、これから多様化する大学入試に
向けて、特に総合型及び学校推薦型選抜に
対する効果的な方策を講じることであると感じ
る。偏差値の高まりのみでなく、入試形態に応
じて早期から指導に取り掛かり、進路実現に繋
ぐこと。個に応じた進路指導の充実をキャリア
育成部と連携し、体系的に取り掛かることで進
路実績の向上につながると感じる。

Ａ

・生徒の進路実現にむけて最後まで生徒
に寄り添った丁寧な指導をお願いしたい。
・生徒一人一人に応じたきめ細やかな指
導をもっと外部にPRしていただきたい。
・私立高校は進路指導のPRが上手であ
る。県立高校も地域に対して具体的な進
路実績を広報して頂きたい。近隣住民から
親近感をもたれるような広報活動をして頂
きたい。
・進路希望実現に向けてよより具体的な目
標を明確にさせ、その目標達成の為の取
組による生徒の変容が確認できれば更に
良い評価となる。

□確かな生徒理解を土台に、資
質・能力の伸長を図り、進路実
現につなげる

□家庭学習の定着(平日150分/日・休日300分/日)
□偏差値　各教科・科目１・２年次のピーク到達
□国公立大学４０名以上（理系：25  文系：15）
□西南学院大学合格２０名以上
□福岡大学合格７０名以上

□ガイダンスの充実を図り、生徒、保護者との合意形成の下、早期の目標設定を目指す。
□定期に生活の記録の実施し、指導・助言を行うことで、「朝課外-授業-補習-家庭学習」の受験スタイルを定着させる。
□総合型及び学校推薦型選抜における生徒の適性理解に努め、個別指導の充実を図る。
□最新の情報を基に現状を知り、対策を講じる。また、模試分析では、結果のフィードバックを大切にし、学力向上につながる魅力ある
授業づくりを心掛ける。
□生徒の実態に応じて、講座、学習会を実施し、学力の向上につなげる。

A

□「つながり」を大事にした生徒
指導の充実

□教職員相互のつながりを大事に、情報を共有し生徒
理解に努める
□教師と保護者の信頼関係を軸に、相互補完的に、共
に生徒（子供）の成長に携わる
□教育関連企業との連携を通して、大学や受験につい
ての知識を深め、進路意識の高揚につなげる

□定期の学年会議（担任会議）はもとより、日頃からの生徒情報の共有を心掛け、組織的な指導の充実を図る。
□ケースに応じて、スクールカウンセラーや関係機関との連携により、効果的な支援ができるようにする。
□生徒指導において、教師と保護者が互いに足りない部分を補い合えるよう、信頼関係を土台に、課題解決の手立てを講じる。
□教育関連企業と連携し、ガイダンスや大学訪問などの機会を検討し、進路意識の高まりをねらう。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

（１）「個別最適な学び」および「協働的な学び」の実践
（２）計画的なキャリア教育の実施
（３）生徒の「進取」、「自治」の意識の育成
（４）広報活動の充実
（５）学校安全（生活安全、交通安全、災害安全）に対する意識の向上
（６）課題を抱える生徒への個別の支援

・光熱水費の高騰のため需用費や備品費を光熱水

費に充てて対応した。今後は購入する物品や役務

等の更なる精選が必要である。

・大規模改築にかかる連絡・調整が一部徹底されて

いなかった。確実な伝達と幾通りかのアナウンスを

充実させたい。

Ａ

・次年度以降も生徒の安全に配慮した大
規模改築事業を計画的に進めていただき
たい。

□施設の管理
□大規模改築事業にかかる職員間の情報の共有及び
安全管理

□解体・建築工事等実施する中で職員間の連携を密にする。
□生徒の安全管理、環境整備に取り組む。 B

事
務
部

□予算執行 □限られた予算の範囲内で効果的な執行
□学校全体で節電・節水等光熱水費を含め経費節減に取り組む。
□年間の運営計画を見極めながら効率的な予算執行を行う。 A

A


